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本資料に記載されている事項は、当社のご案内の他、事業戦略等に関する情報の提供を目的としたものであり、当社の発行する株
式もしくは親会社である楽天株式会社の発行する株式、その他の有価証券への投資の勧誘を目的としたものではありません。本資
料に記載された意見や予測などは資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。様々な
要因の変化により、実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることを御承知おきください。文中に記載の会社名、製品名は各
社の登録商標または商標です。 

2016年5月13日 
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１ 2016年３月期 決算概要 



総合口座 

4 

 当期末の総合口座数は、2,039,530口座となり、200万口座を突破。楽天会
員数が約半数を占める 

2,039,530 



預り資産 
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 投資信託、外貨建て資産の評価減の影響により、前年同期比で+0.8％ 

*投資信託には外貨建てMMFを含む。*円貨建て資産には投資信託を除く 
*外貨建て資産には各種通貨建て預かり金・外国債券・外国株式・海外先物証拠金（ドル建て）を含む 



2015年3月期
（2014年4月～2015年3月）

2016年3月期
（2015年4月～2016年3月）

前年比
増減率

営業収益 45,705  55,006  20.3%

純営業収益 44,031  52,645  19.6%

販売費・一般管理費 23,613  28,039  18.7%

営業利益 20,417  24,606  20.5%

経常利益 20,605  24,603  19.4%

当期純利益 12,881  15,299  18.8%

2016年３月期 決算業況 
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 当期の業績は、営業収益、純営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益
すべてにおいて過去最高を更新 

*2015年3月期は単体数値、2016年3月期は連結数値を利用 

*2016年3月期は営業投資有価証券売却損益として2,988百万円を計上 

*2016年3月期業績は、過去の個別決算及び連結決算と比較して過去最高を記録 

（単位：百万円） 



2015年3月期
（2014年4月～2015年3月）

2016年3月期
（2015年4月～2016年3月）

前年比
増減率

販売費・一般管理費 23,613  28,039  ＋18.7% 

取引関係費 9,932  11,428  ＋15.1% 
（うち広告宣伝費） 1,549  1,866  ＋20.4% 

人件費 3,310  3,966  ＋19.8% 

不動産関連費 1,529  1,767  ＋15.5% 

事務費 4,725  4,850  ＋2.7% 

減価償却費 3,406  4,314  ＋26.6% 

のれん償却額 171  499  ＋192.0% 

貸倒引当金繰入 20  519  ＋2468.1% 

その他 517  691  ＋33.7% 

2016年３月期 販売費・一般管理費 
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 積極的なサービス拡充により、減価償却費が前年比増加。 

*2015年3月期は単体数値、2016年3月期は連結数値を利用 

（単位：百万円） 



楽天証券 SBI証券 松井証券 マネックスG ｶﾌﾞﾄﾞｯﾄｺﾑ証券

営業収益 55,006  89,786  34,435  54,271  24,927  
前年比 ＋20.3% ＋15.7% ＋0.4% ＋6.5% ＋6.6% 

販売費・
一般管理費 28,039  43,025  11,258  41,395  11,768  

前年比 ＋18.7% ＋14.7% ＋4.2% ＋11.4% ＋8.6% 

営業利益 24,606  39,881  21,745  8,247  10,621  
前年比 ＋20.5% ＋15.0% ▲1.5% ＋2.2% ＋4.9% 

経常利益 24,603  39,889  21,833  5,100  10,739  
前年比 ＋19.4% ＋14.8% ▲1.7% ▲16.6% ＋4.7% 

当期純利益 15,299  27,914  14,763  3,516  8,016  
前年比 ＋18.8% ＋38.7% ▲5.2% ＋0.6% ＋4.9% 

2016年３月期 主要オンライン証券 業績比較 
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出所：各社開示資料より当社集計 

*楽天証券、SBI証券の前年比は前年単体決算との比較を表示 

*楽天証券、SBI証券、マネックスグループは連結業績、カブドットコム証券・松井証券は非連結業績 

*マネックスグループは2013年3月期よりIFRSを導入しているが、比較目的のためマネックスグループ開示情報より当社作成  

（単位：百万円） 



四半期別決算業況  
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*2016年3月期第1四半期、第2四半期とも連結数値を利用 

*2016年3月期第4四半期は営業投資有価証券売買損益として2,988百万円を計上 

第1四半期
（15年4～6月）

第2四半期
（15年7～9月）

第3四半期
（15年10～12月）

第4四半期
（16年1～3月）

営業収益 13,718 13,590 12,332 15,364 ＋24.6% 

純営業収益 12,981 13,063 11,774 14,825 ＋25.9% 

販売費・
一般管理費

6,833 7,441 6,619 7,145 ＋8.0% 

営業利益 6,148 5,622 5,155 7,679 ＋49.0% 

経常利益 6,233 5,600 5,168 7,600 ＋47.1% 

当期純利益 3,784 3,215 3,335 4,963 ＋48.8% 

2016年３月期
前四半期比

（単位：百万円） 



販売費・一般管理費 四半期推移  

10 *2016年3月期第1四半期、第2四半期とも連結数値を利用 

第1四半期
（15年4～6月）

第2四半期
（15年7～9月）

第3四半期
（15年10～12月）

第4四半期
（16年1～3月）

販売費・一般管理費 6,833 7,441 6,619 7,145 ＋8.0% 
取引関係費 2,905 3,046 2,690 2,785 ＋3.5% 

（うち広告宣伝費） 429 515 451 468 ＋3.7% 
人件費 963 1,106 937 959 ＋2.4% 

不動産関連費 402 461 428 475 ＋10.9% 
事務費 1,182 1,199 1,265 1,203 ▲4.9%

減価償却費 1,058 1,109 1,054 1,092 ＋3.6% 
のれん償却額 137 137 84 139 ＋65.5% 

貸倒引当金繰入 ▲ 3 204 ▲ 0 319 -
その他 186 174 159 170 ＋6.9% 

2016年3月期

前四半期比

（単位：百万円） 



第1四半期
（15年4～6月）

第2四半期
（15年7～9月）

第3四半期
（15年10～12月）

第4四半期
（16年1～3月）

株式売買代金
（単位：十億円）

12,789 12,758 10,032 10,970 ＋9.4% 

信用取引残高
（単位：十億円）

389.6 342.4 355.9 303.8 ▲14.7%

投資信託残高
（単位：十億円）

524.4 475.8 513.6 498.1 ▲3.0%

FX収益
（単位：百万円）

2,345 2,341 2,369 2,381 ＋0.5% 

2016年3月期

前四半期比

四半期主要指標比較 

11 *FX収益は楽天証券単体数値 



2016年３月期 第4四半期主要指標比較 
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*各社公表資料より、当社作成 
*楽天証券、SBI証券のFX収益は単体数値 

*SBI証券の投資信託残高には、上場投資信託、MMF,中国ファンド及び対面口座分の預かりを含む 
*マネックスグループの各数値は、マネックス証券単体、もしくは連結決算における地域別セグメント：日本における数値 

*当社投資信託残高には、国内外MMFを含む。マネックスグループの投資信託は株式投信・外国投信・公社債投信（外貨建MMFを含む）の合計    

楽天証券 SBI証券 松井証券 マネックスG ｶﾌﾞﾄﾞｯﾄｺﾑ証券

株式売買代金
（単位：十億円） 10,970 26,555 9,570 3,637 6,755

前年同期比 ▲5.6% ▲7.9% ＋4.4% ▲16.3% ▲9.6% 
信用取引残高

（単位：十億円） 304 677 255 163 266
前年同期比 ▲15.3% ▲14.0% ▲20.0% ▲17.4% ▲8.1% 

投資信託残高
（単位：十億円） 498.1 1,216.3 n.a. 355.8 158.9

前年同期比 ▲4.2% ＋5.3% - ▲11.5% ▲8.7% 
FX収益

（単位：百万円） 2,381  1,248  120  1,157  502  
前年同期比 ＋50.7% ▲3.2% ▲20.5% ▲9.2% ＋4.1% 



収益の分散化状況 
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 FXビジネスの拡大により、収益源が更に分散化 

2015年3月期 

2016年3月期 

株式 
デリバティブ 

投資信託 
債券 

金融収益 FX その他 

*2016年3月期は営業投資有価証券売却益等の特殊要因を除外して算出 
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２ 2016年３月期 事業の状況 



委託手数料 
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 委託手数料は前年比で+2.5％ 

*前年数値及び前年比は前年単体決算数値  

+2.5％ 
前年比 



国内株式売買代金 
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 国内株式売買代金は前期比で回復するも、第4四半期は前年同期比▲5.6％ 



国内株式 委託個人売買代金シェア 
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 国内株式の委託個人売買代金の業界シェアは16.9％ 

*株式個人委託売買代金は二市場１，２部等 
      *出所：東京証券取引所開示資料及び各社ウェブサイト上での公開情報により当社集計 

二市場の個人委託売買代金
に対する各社のシェア 

SBI証券 

松井証券 

クリック証券 

マネックス
証券 

ｶﾌﾞﾄﾞｯﾄｺﾑ
証券 

楽天証券 

その他 

2015年4月～2016年3月 



投資信託 
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 資産評価の下落により、投信残高は前年比▲4.2％ 
投資信託残高・販売額推移 投資信託残高推移 

（各社の1Q/11末を100とした場合の指数） 

*当社投資信託残高及び販売額には国内外MMFを含む。*松井証券は投資信託の取扱いなし 
*マネックスグループの投資信託は株式投信・外国投信・公社債投信（外貨建MMFを含む）の合計*SBI証券はMMF、中国ファンド及び対面口座分預りを含む 

*出所：各社ウェブサイト等での公開情報をもとに弊社にて指数化 



投資信託 
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 取扱本数は3月末で2,100本超となり、投資家の多様なニーズに応えられる
商品ラインナップを提供 

投資信託関連収益 
投資信託取扱い本数 



投資信託 
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 NISA口座からの投資信託積立設定は引き続き好調に推移 

積立設定件数推移 



FX 
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 売買代金は過去最高を記録し、前年比でプラス53.8％ 
 店頭FX業界の取引金額における順位は3月時点で4位へ上昇 

*店頭FX業界における順位は一般社団法人金融先物取引業協会公表資料の取引金額（円金額）を参考に弊社にて算定 
*売買代金、FX収益ともに楽天証券単体数値 

FX収益推移 FX売買代金推移 



金・プラチナ 
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 金・プラチナ取引サービスは、マイナス金利政策発表後の１月以降、残高の
伸びが加速 

金・プラチナ取引サービス 
累積口座開設数推移 

金プラチナ取引サービス 
残高推移  



IFAビジネス 
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 IFA経由の顧客は順調に増加。顧客預り資産は4月末には2,000億円を突破 

IFA顧客数推移 IFA経由顧客預り資産残高 



金融収益 
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 信用残高は年度後半の株価下落により残高が大きく減少したものの、通期で
の金融収益は前年比プラス 

信用取引残高と当社シェア推移 金融収益推移 

*当社残高シェアは東京証券取引所公表数値を元に当社算出 
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３ 戦略・施策 
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楽天グループシナジー 

 楽天グループとの強力なシナジーを推進力にしたサービス提供を進める 

ノウハウ＆テクノロジー 顧客基盤 

200万人を超える 
 

お客様への最新・革新的な 
 

サービスのご提供 

10,840万を超える 
 

楽天会員* 
ネットリテラシーの高い顧客層
の取り込み 
 
・楽天市場 
 
・楽天トラベル 
 
・楽天オークション 
 
・楽天Edy 
 
・楽天生命 等 

 
楽天グループのメリットを 
 
活かしたサービスの提供 
 
■Webマーケティング 
 
■ＩＤ連携プログラム 
 
■ポイントプログラム 
 
■最先端のネットテクノロジー 
 
  ・新しいデバイスへの展開 
 
  ・マーケティング分析 

*楽天会員のうち、会員登録完了後１回以上ログインをしたことのある会員（退会者除く）は2016年3月末現在で8,100万人 
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楽天経済圏の進化 



楽天グループの金融ビジネス 
 積極的な海外展開を開始。また、楽天銀行、楽天カード等の楽天金融事業と

のシナジーを引き続き強化 

インターネット銀行 クレジットカード事業 電子マネー事業 

保険販売代理 生命保険事業 

100% 100% 

100% 100% 100% 100% 

投資助言・代理業 
投資運用業 

100% 

インターネット証券 

FX取引 

100% 

Rakuten Securities Hong Kong Limited 
（香港） 

海外子会社 28 

EB Global JV SDN. BHD. 
（マレーシア） 

ネット専業証券準備会社 

50% 

http://www.rakuten-edy.co.jp/
http://hoken.rakuten.co.jp/
http://www.rakuten-card.co.jp/
http://www.rakuten-toushin.co.jp/
http://www.rakuten-toushin.co.jp/
http://www.rakuten-life.co.jp/
http://corp.rakuten.co.jp/
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楽天銀行とのシナジー・マネーブリッジ 
 利用残高は前年同期比+39.1％、ユーザー数は前年同期比+21.2％と成長

を維持 
『マネーブリッジ』サービス 取扱い実績 
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スマートフォンアプリ「iSPEED」 
 スマートフォン向けアプリ“iSPEED”シリーズは、2016年3月に累計130万ダ

ウンロードを突破 
各取引におけるスマートフォン利用者の割合* スマートフォンアプリダウンロード数推移 

*スマートフォンにて注文したユニークユーザ数をもとに弊社にて集計 



NISA 

＊日本証券業協会による調査対象となっている主要10社 
 （大手証券5社、インターネット専業証券5社） データは日本証券業協会発表による 

2016/3 前年同期比 主要10社(*) 前年同期比

NISA口座数 336,522 +30.6% 4,910,792 +14.3%
累計稼働口座数 233,561 +57.0% 2,792,956 +35.2%

（稼働率） 69.4% 11.7pts 56.9% 8.8pts

2016年平均投資額（千円） 487.3 ▲1.2% 545.1 +0.6%
NISA口座に占める新規顧客 

（2016年3月末）  

当社新規顧客**  
174,496口座 

新規顧客のうち 
投資経験あり 

新規顧客のうち 
投資経験なし 

**  楽天証券がNISA口座開設受付を開始した2013年3月30日以降に資料請求を行い、    
且つ2016年3月末時点においてNISA口座を開設している口座数 

31 
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日本株式 手数料大幅値下げ 
 2016年5月より、業界最低水準（※）の手数料体系を新たに開始。大口向けサービスも拡充 
 取引に応じたポイントバックを、株式取引のみならず、投信や先物OP取引にも適用 

※現物取引金額50万円超の場合において、主要ネット証券（口座数上位5社SBI証券、カブドットコム証券、松井証券、マネックス証券、当社）で比較 



当日信用新規建約定金額 5,000万円以上
当月信用新規建約定金額合計 5億円以上
15：00時点での信用建玉残高 5,000万円以上
貸株の平均残高 5,000万円以上
投資信託の平均残高 5,000万円以上

日次判定

月次判定

SBI証券 マネックス証券

超割コース 大口優遇 スタンダードプラン （成行注文）

10万円 139円 90円 139円 90円 100円

20万円 185円 180円 185円 180円 180円

50万円 272円 238円 272円 250円 450円

100万円 　　487円 426円 487円 990円 1,000円

150万円 　　582円 509円 582円 1,440円 1,500円

3,000万円 　　921円 806円 921円 3,690円 30,000円

3,000万円超 　　973円 851円 973円 3,690円 30,000円～

カブドットコム証券取引金額
楽天証券
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日本株式 現物取引手数料 競合他社比較 

･2016年5月6日現在、各社公表資料等より、当社作成 
･松井証券は1取引金額に応じてかかる手数料体系がないため掲載しておりません。 
･マネックス証券はパソコン経由の注文にかかる手数料です。 
･各社の手数料体系詳細については、ホームページをご確認ください。 

（税抜価格で表示） 

 大口優遇の適用で、すべての取引金額帯において業界最安値(*)水準。 
 大口優遇は信用取引・貸株・投資信託の取引状況で判定。一度条件達成で3か月間適用 

【大口優遇判定条件】＜いずれかひとつの達成で適用＞ 

(***) 

**日次判定条件達成で翌営業日から適用、月次判定条件達成で翌月から適用 

***判定期間は、対象月の前々月26日から前月の25日まで 

(**) 

(**) 

*主要ネット証券（口座数上位5社SBI証券、カブドットコム証券、松井証券、マネックス証券、当社）で比較 
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日本株式 いちにち信用取引、セット注文 
 日本株式取引の取引を大幅に拡充。一般信用取引における短期（当日中）の売建、

買建を可能とする 『いちにち信用取引』 を2016年2月に開始 

 またお客様からの要望が大きかった、国内株式取引の買い注文と同時に、同じ銘柄
の売り注文が発注できる 『セット注文』 も2016年4月に提供開始 

いちにち信用取引 

(*) 金利や貸株料のほかに取引手数料や諸費用がかかります。「特別空売り」銘柄には「特別空売り料」がかかります 

金利や貸株料も約定代金300万円以上ならゼロ！ 

 『いちにち信用』『セット注文』も、Web、MARKETSPEED、iSPEED
のすべての当社取引ツールに対応！ 
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上海A株 取扱開始 
 2016年３月より上海A株（上海・香港ストックコネクト/滬港通）の取り扱いを開始 
 大手ネット証券唯一のサービス提供。2016年４月末現在、主力の250銘柄の取り扱い 

シンガポール 

マレーシア 

タイ 

インドネシア 米国株 

外国株式 接続市場 

（現地メディア 上海証券報 2016.2.26） 

香港市場 

上海A株 
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スマートコストシリーズ 
 2015年９月のDC専用ファンドの取り扱い開始を皮切りに、低信託報酬のファンドの

取り扱いが大幅に増加 
 インデックスファンドのみならず、アクティブファンドでの展開も開始 

ピクテ投信投資顧問 大和住銀投信投資顧問 

DIAMアセットマネジメント 三井住友アセットマネジメント 

楽天投信投資顧問 

楽天スマートコスト 
アルファシリーズ 

5社 13ファンド 

楽天スマートコスト 
インデックスシリーズ 

3社 14ファンド 
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楽天証券ファンドアワード 
 投資信託の販売会社として主催する、初めてのファンド表彰 

 「個人投資家の視点」で優れたファンドを紹介することで、個人投資家の資産形成支
援をすることを目的とし、８カテゴリーの最優秀ファンドを表彰 

カテゴリー 最優秀ファンド 運用委託会社

国内株式 スパークス・新・国際優良日本株ファンド スパークス・アセット・マネジメント

海外株式 SMT グローバル株式インデックス・オープン 三井住友トラスト・アセットマネジメント 

国内債券 ＤＬＩＢＪ公社債オープン（中期コース） ＤＩＡＭアセットマネジメント

海外債券 三井住友・ＤＣ外国債券インデックスファンド 三井住友アセットマネジメント 

国内不動産（リート） フィデリティ・Ｊリート・アクティブ・ファンド フィデリティ投信

海外不動産（リート） SMT グローバルREITインデックス・オープン 三井住友トラスト・アセットマネジメント

バランス（可変配分） ＤＩＡＭパッシブ資産分散ファンド ＤＩＡＭアセットマネジメント 

バランス（固定配分） 三井住友・ＤＣ年金バランス30（債券重点型） 三井住友アセットマネジメント 
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楽天証券ファンドアワード 選出方法 
（１）優秀ファンド選出方法 

（２）最優秀ファンド選出方法 

 楽天証券が取り扱う投資信託2076ファンド（2015年12月末時点）を対象 
 下記1）、2）  の順位を合算し、部門ごとに上位3ファンドを優秀ファンドとして選出 

楽天証券オリジナルファンドスコアにおける 
1） 2015年12月末時点の3年スコアの順位 
2） 2014年1月末から2015年12月末までの1年スコア（24期間）の平均順位 

 優秀ファンドとして選出された8部門計24ファンドを対象 
 楽天証券のお客様、楽天証券の金融商品仲介業者に所属するFP、楽天証券投信

諮問委員の投票により、各部門1ファンドずつ、計8ファンドの最優秀ファンドを決定 

 各投票主体が占めるウェイト：楽天証券のお客様30％、FP30％、楽天証券投信諮問委員会40％ 

 投票参加者数：楽天証券のお客様 7,321名／FP 25名／諮問委員会7名の合議による投票 
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「楽ラップ」 サービス提供！ 

 Finatext社と共同開発した

ロボアドバイザーによる最
適な投資プランの提案 

 業界最安水準(*)の手数料 

 米資産運用コンサル大手
マーサー社の協力による
世界レベルの資産運用
サービス提供 

 ネット証券大手として、初の投資一任サービス「楽ラップ」の提供を2016年夏に開始 
 ネット完結「ロボアドバイザー」による申込コースのほか、IFA経由での申込コースも提供 

(*)2016年4月末現在、日本国内の証券会社が提供する

投資一任契約で、インターネット上で手数料水準を開示
している契約条件と比較 
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投資情報サービスの充実 
 スマートフォンを中心に、投資情報サービスをさらに強化 
 ライブ動画ニュース「楽天マーケットNEWS」を東証Arrowsからライブ動画で提供する

ほか、スマートフォンアプリ iSPEEDでも、「日経テレコン楽天証券版」の閲覧が可能に 

前場、後場終了後、 
約２分間の生放送で 
相場概況をお届け 

日経テレコン楽天証券版 
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香港FX子会社 ブランド変更 
 2016年4月に香港FX子会社のブランドを、楽天ブランドに変更 
 シナジーをより強化し、香港でのFX事業強化を推進する 

New Logo  

新会社名  Rakuten Securities Hong Kong Limited 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  www.sec.rakuten.com.hk 

香港 ヒルサイド・   
エスカレーターから
オフィスを望む 
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マレーシア初 ネット専業証券立ち上げ 

Pure Online Brokerage 
JV Company 

50% 50% 

 マレーシアの大手証券会社 Kenanga Investment Bank と共同で、マレーシア国内向け
ネット専業のリテール証券事業を行うジョイントベンチャー会社を設立 

 2017年春のサービス開始予定。3～5年でリテールシェア20～30％の獲得を目指す 

Kenangaグループ概略 
 マレーシア取引所上場会社 
 マレーシア国内No1リテールブローカー 

 マレーシアにおける最大の独立系投資
銀行（株式取引高ベース） 

 マレーシア証券取引所の「2015年Best 
Brokers Awards賞」を受賞 

 主な主幹事案件：AirAsia（2013）、7-
Eleven Malaysia（2014） 
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The Straits 
Times 
(Malaysia) 

 <Newspaper: English> 
 The Star (4/9) 
 New Straits Times (4/9) 
 Sin Chew Daily (4/9) 
 Oriental Daily News (4/9)  
 Daily Express (4/9) 
 Borneo Post (4/9) 
 New Sarawak Tribune (4/9) 
 New Sabah Times English (4/9) 
 New Sunday Tribune (4/10) 
 Berita Harian (4/11) 
 Malaysian Reserve (4/11) 
 The Edge Financial Daily (4/11) 

 <Newspaper: Chinese> 
 See Hua Daily News (4/9) 
 Nanyang Siang Pau (4/9) 

 <Online: English> 
 The Star Online (4/8) 
 Bernama (4/8） 

【マレーシア国内メディアでの取り上げ】 
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